『法華経』第三類六品の意義について by 金 榮生
50 
＜キーワード＞
線国偽教坐SEMINAR7 
キムチェ ソン（チョンウォン）
＜東京大学大学院博士課程＞
界差別，四界差別，修行道，慧解脱，観修習，加行，上座仏教，有部阿毘
達磨， 『清浄道論』， 『大毘婆沙論』， 『阿毘曇心論経』， 『雑阿毘曇心
論』．
51 
『法華経』第三類六品の意義について
＜目次＞
ーはじめに
二六品概観
1 救済者としての菩薩像の顕示
1 ）薬王菩薩本事品
2）妙音菩薩品
3）観世音菩薩普門品
2 経巻護持への引導と保護
1 ）陀羅尼品
2）妙荘厳王本事品
3）普賢菩薩勧発品
ー 第三類存在の意義
1 第三類の性格
2 六品付加の背景
四おわりに
ーはじめに
金策生 （慧拳）
法華経を類別に区分し，いわゆる第一類・第二類・第三類などと呼
ぶのは二つの意味を持っと言える．そのーは，今までの成立史的研究
の結果なされた時期的分類であり，それは法華経が一定の期間を通し
て段階的に付加し増広されたと見る立場から出た用語である．その二
は，法華経を内容的に分類したことだが，こういう分類ができるのは，
法華経が何品づっ同じ主義群に緩めれられるからであり，その纏ま り
はまただいたい三類に分類できるということである．この両者は概ね
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一致するといえるが，成立的には第一・第三・第三という段階的付加
説に賛成しない学者も経典の内容的分類においては，大体同じように
法華経を分類している ．
それでは，今まで為された成立史的研究の結果によって，概ねの所そ
の三類はどう構成されているのかを，学界でもっとも共通の認識を見せ
ている田村芳郎氏の説から見てみれば，第一類は，方便品第こから授学
無学人記品第ノuまでであり，これは法華経の成立的原初部分であるのみ
なるず，一方では法華経の本質であるとも言われる基本的部分である．
次に，第二類は，法師品第十から嘱累品第二十こまでとれそれに序品第
ーを加えた部分として，主に菩薩を対告衆にして法華経の受持と仏滅後
弘経を勧奨し，さらに仏身常住・仏寿無量の教説を展開する．次に，本
考で扱おうとする第三類は， 『妙法蓮華経』の品の順序によると，薬王
菩薩本事品第二十三から普賢菩薩勧発品第二十八に至る六品をいう＇.
第三類法華経は，前述したように，法華経を成立時期別に区分する場
合第三期，即ちごく短い追加を除いては最後段階の付加で、あるというこ
とが，概ね学界では一致した見解として認められているi. 第三類の諸品
l田村芳朗， 『法華経』 （中央公論社， 1992），このような法華経の成立史的分類につい
て，布施浩岳氏は，法華経の前半の二十章を二類に分けて，第一章から第九章までの九章
に随喜功徳品を加えて第一類とし，それを原形だという次に第十章から第二十章（神力品）
までの十章は第二類だと言って，第一類成立後かなりの年代を経過してようやく第二類が
増広されたといい，第二類各章の成立はほぼ同時であると推定する その後の六品は第三
類に分類するが，成立的にはまた全体を四期に分けている（布施浩岳，『法華経成立史』，
pp. 127～216) 
2しかし近年になって，今までの諸法華経成立論を検討批判した論著を発表した伊藤瑞叡・
勝呂信静岡氏が，法華経は短期間に集成されたという「同時成立説Jを主張して，この研
究に新しい見方を提示している 伊藤瑞叡， 「法華経T成立論史J （『大崎学報』 140,141, 
142, 144, 146, 147, 149, 150），勝呂信静， 『法華経の成立と思想』 （大東出版， 1993) ' 
同， 「法華経の成立に対する私見J （『法華文化研究』 J2,pp. l～76），向， 「法華経の
仏陀論J（渡辺宝楊編『法華仏教の仏陀論と衆生論』 ，平楽寺書店，昭和 60, pp. 61～1 10) 
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が法華経において最後段階の付加と見られる理由はいくつかあるが，そ
の主な項目を挙げれば，まず， 『妙法蓮華経』の嘱累品の位置が諸本と
は違って神力品の直後の第二十二に位置するのは，これが一旦法華経が
序品から嘱累品に至る一連の体制を完成した後の付加であることを示す
ものであるというのである．次に第三類の諸品には，原始分の各品とは
違って各々結文があることによって．これは別々に流行した経典がある
意圃のもとに付加された痕跡であるというのである．また次に，第三類
には，以前の原始分では，あまり言及がなかった一般大乗の思想，即ち
三味 ・陀羅尼・浄土・生天思想、などを説いているし，説相においても原
始分において一般的な形態である長行・｛易煩の具有が無視され主に長行
のみ3になっているのである．こういう第三類の特徴については，現在も
なお学者の間ではかなりの意見の食い違いは見せているが，概ねこれら
が第三類の成立的遅れを語ることと受け入れられている
さて，本考において課題といえば，今まで為された成立史的研究の成
果を基盤にしながら，実に法華経の編纂者は第三類と分類される薬王品
を始めとする六品の付加によって，何を意図したかというのを，考えて
見ようとする．つまり，素材や説相よりは展開される内容そのものに関
心を向け，さらに今までの先行研究成果を検討して，いわゆる原始分と
の比較から推察されるこの部分の性格を模索しようとする．
本論文においては，底本として主に『妙法蓮華経~ Iによるが，引用部
分については必要に応じて党本5との対照を行なう．
二六品概観
3普門品を除く． しかし普門品の｛易頒は随以前の元訳『妙法蓮華経』にはなく，後の補作と
見られている．
4七巻鳩盟主羅什訳（銚秦文桓帝弘始八年 AD. 406), 『大正新修大蔵経』第九巻（以下大正9
と記す）， pp. 1～62. 
5荻原雲来・土田勝弥両氏の校訂本， Saddharmapu~qarika-siitram. Romanized and Revised Text 
of the Bibliotheca Buddhica Publication by Consulting a Skt. MS. and Tibetan and Chinese 
Translation by Prof. U. Wogihara and C. Tsuchida, Tokyo 1934-35. （以下 Sadd.と記す．）
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1 救済者としての菩薩像の顕示
六品の内容を見て，まず思いつくのは，法華経の所謂原始分には見え
ない新しい菩薩像の登場である．菩薩の観念は，いわゆる仏伝文学にお
ける前生の釈迦菩薩が，燃灯仏から授記作仏されたと物語られる説話を
祖形として発展したものと明らかにされている“この菩薩が大乗仏教に
至っては，まだ成仏していない修行者にも拡大適用され，彼らのための
修行道として菩薩乗が成立したのである．
大乗経典における菩薩乗は，悟り を得ることを確信レ｜寄りを求める者
一般を指しており，また仏の立場に立つことを意味するから，仏乗と も
同義的に用いられるようになった．なお，法華経においても，菩薩は成
仏の決定されたものであり，仏はただ菩薩を教化すると説いている．つ
まり法師品以前の諸品では，菩薩としての自覚が一乗を具現する唯一の
道であることを示し，舎利弗を始め個人に対する成仏の授記が行われる
い法師品以後においては，対告衆が声聞であった以前の品に比べて，
ここでは全て菩薩になって，彼らに対する社会布教の付嘱ないし嘱累が
強調されるのである．
一方，第二類の菩薩は仏の使徒として，悪苦に満ちた末世に仏の使命
を受けて生まれ，苦難を忍んで，布教に励む存在と して，そういう使徒
意識，殉教者意識に対する強調がここに説かれている．即ち菩薩は，一 番
修行者としての存在感を持て描かれていて，あくまでも仏対菩薩という
観点から，一乗開顕のための仏子としての認識を促求され，或いは法師
として玉種法師行などがすすめられるのである．
これに比べて第三類の六品に登場する，薬王 ・妙音 ・観音 ・普賢菩薩
などは，主に菩薩対衆生の関係において，利他つまり施恵の菩薩の立場
を示している．いい換えれば，菩薩の属性上，仏対菩薩の関係における
自利の立場，即ち修行者としての菩薩であることは当然であろうが，そ
れに加えて仏に代るほどの威神力をもっ利他の菩薩像，そして信仰の対
象としての菩薩像が強調されているのである．
瓜平川彰， 『初期大乗仏教の研究 l』 （春秋社， 1989) • p. 263. 
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1 ）薬王菩薩本事品
薬王菩薩はまず序品の列衆の一人として名が出るが，その後の八品に
は言及されず，第十法師品には仏の対告として，法師という人格を代表
する形で名が出ている．また，勧持品では， 大型経説菩薩と共に仏滅後悪
世に法華経の受持 ・読諦・ 説法 ・書写・供養を誓願している．薬主品以
後においては，妙音菩薩品には，稗迦牟尼の列衆として名のみが登場す
るが，陀羅尼品では説法者を守護するために陀羅尼を説き，妙荘厳王品
では，衆生を化導して見仏させる善知識の表象として登場する．
薬王菩薩が明瞭な行蹟をもって登場するのは法華経のみで，この菩薩
の登場については，薬王如来に示唆されて法華経の結集者が創作したの
ではなし、かという意見がある1. しかし，各品での薬王菩薩の性格と役割
が段々具体化することと関連して，
②原始八品には，その名が登場しない．
③第二類の増補と共に薬王菩薩が登場するが，まだ性格規定が確実で
ない弘経者の一人として描かれている．
④やがて第三類に至っては，焼身供養を最高の布施行として行い，あ
るいは呪句を用い， あるいは種々の神変を現じて説法者を守護する，
などは，それ自体が薬王信仰の発展段階を物語るものだとも見ることが
できる．即ち法師の代表（法師品）であり，女日来滅後弘経者（勧持品）
としての薬王菩薩は，第三類に至って，仏法を付嘱された伝道者 （薬王
品） ・善知識（妙荘厳王品）として，諸仏を供養し，諸仏の所で法華経
を受持し，邪見の衆生を思念して正見に住させる，いわば「衆生のため
の救済者 ・施恵者なる菩薩Jとして定着するのである．
薬王菩薩本事品において興味深いのは，薬王菩薩の前身である一切衆
生喜見菩薩の焼身供養とそれに対する諸仏の讃歎である．法華経以外に
も，捨身という観念はしばしば見えるものの，既に本生談には，これと
7勝呂｛言静， 『法華経の成立と思想、』， p.350.
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似た教説があることが指摘されヘ原始経典においては捨身を比丘が虚妄
法を滅する為に行う修行法である三種身の中のーっとして挙げている＼
また他の大乗経典においては『金光明経』の薩 ・王子， 北本『浬繋経』
の雪山童子の説話が有名であり ，さらに仏教以外印度一般の思想にも既
に捨身供養の諸伝説があること 10から推測すれば，法華経結集者は捨身
供養を，身命を惜しまず修行に励む一例として，これを法華経に取り入
れたと思われる．また浬架した日月浄明徳仏の舎利塔に管を燃やすこと
によって，無数の声聞衆と無量阿｛曽祇の人をして，阿嬬多羅三窺三菩提
を発させ，みな現一切色身三味に住せしめたIIというように，薬王品に
おける焼身供養の教説は，菩薩の衆生のための教化行のーっとして説か
れたものと見られる．一切衆生喜見菩薩の焼身供養に対する諸仏同讃の
文と，それによる天台大師の得悟は有名であるが，この焼身供養説に影
響をうけ自ずから同じ修行を行った例も見られる 11. 成立史的立場にお
いて，後世の付加と見られるこの品で，強い信念の象徴である焼身（た
だの捨身ではなし、）供養が説かれるようになった背景，特にそれが薬王
良子渇龍祥， 『本生経流と法華経の関係』（金倉円照編『法華経の成立と展開』，平楽寺書
店，昭和45), p. 619. 
”『帝務所問綬』大正I,p.249a 「世尊若有若、調行滅虚妄法有三種身 三種身者謂適悦身
苦悩身捨身j
山『大乗仏典』 5 （法華経E，中央公論社，昭和51 • p.302）の解説参照（松濡誠廉執筆）
I大正9,pp. 53c～54a.「爾時一切衆生葱見菩薩復自念言我雄作是供養心猶未足我今嘗
更供養舎利便語諸菩l稜大弟子及天龍夜叉等一切大衆汝等賞一心念 我今供養日月浄明徳
1弗合利作是語巳 ~n於八高四千t苔前然百福荘鍛皆七高二千歳而以供養令無数求安閑衆
無量阿僧祇人殺阿着手多羅三続三菩提心皆使得住現一切色身三l床J, Sadd. p. 344. 1.21～ 
p. 345. 1.6. 
Ii薬王品の焼身供養説の影響を受け，中国では自ら身体を燃やして仏に供養した人達の事例
が多く伝えられる．即ち銚秦の法羽（『高僧伝』巻12，亡身第六，大正50,p.404c）をは
じめ，宋の臨川｜招題寺 （大正50,pp. 404c～405a），宋のliM.山招憾寺僧総（大正50, p.405a) , 
宋の京都竹林寺慧益（大正50,p.405b）など，その例が少なくない
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品後半の法主義弘賛の教説と接合している点を考える時，六品全体の性格，
付加の目的と共に示唆する点が多いと思われる．
一方，ここで薬王品の前 ・後半の接合における不調和は指摘して置き
たい．薬王品の内容を見ると，薬王品は前半に一切衆生喜見菩薩の焼身
供養を説いた後，急に法華弘賛の内容が始まる．以後は全く一切衆生喜
見菩薩に対する言及はないまま，法華経の偉大さ，法華経を受持する功
徳の多さ，法華経の衆生救済と共に，本品を聞く功徳の多さなどを説い
ている 13. ここで推測できるのは，この品はその性格上，説話 （avadana)
をもとにする濁立経典としての前半と，専ら法華弘賛を目的に，様々な
素材を集積して構成された後半が接合したのではなし、かという点である．
即ち薬王品は，薬王菩薩の前生物語に，法華弘賛を主題とする内容をど挿
入する形の接合がなされたと見られるのである．薬王品の末尾に， 特に
この薬王菩薩本事品に対する受持を強調する記述が連なるのも． 青1.後
半の内容的不調和を防ごうとする結集者の意図のように見えるが，これ
は第三類の他の品からは見られない所である そう見れば，本品に対す
る受持と宿王華への付嘱を説くこの末尾の部分，，は，本品において第三
の内容群として構成されたものとも見える．たしかにその内容は，この
品を受持する功徳として，女身不受，阿弥陀仏極楽浄土への女人往生な
どと，その他にも現世利益的な様々な内容を説き，また数次「後五百歳J
＂大正 9,pp. 54a～54b.「若復有人以七貨満三千大千世界供養於悌及大菩薩僻支｛抑可緩
漢是入所得功徳不如受持此法華経～若人得聞此法華経若白書若使人書所得功徳
以｛弗智慧言語量多少不得其漫若書是綬轡華香理務焼香末香塗香憾叢衣服種種之燈猷燈
油燈諸香油燈臓葡油燈須憂那泌燈波探羅油燈婆利師迦油燈 那婆摩利油燈供養 所得功
徳亦復無量J, Sadd. p.346. 1. 20～p. 349. 1. 6. 
11大疋9,pp. 54b～55a. r；首王華若有人開是薬王菩薩本事品者 亦得無量無i袋功徳 若有女
人間是童書王菩薩本事品能受持者m是女身後不復受～説是薬玉菩薩本事品目寺八高四千
菩薩得解一切衆生語言陀羅尼 多賀如来於貸港中讃宿王華菩薩言善哉善哉宿王華汝成
就不可思議功徳乃能間稼迦牟尼｛弗如此之事利益無量一切衆生」 ，Sadd.p. 349. 1.7～ 
p. 351. 1. 18. 
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を強調するなどによって，本品結集当時の仏教信仰の諸様相と教団の状
況を追求するにはいい資料になる．そしてこの品の最後には，多宝仏が
登場して宿王華を誉めているが，これはこの品全体を原始分と繋ぐ役割
を果たすものと見られる．
結局この品は，薬王菩薩の前生説話に現れた菩薩の修行と教化の願力
を法華経の弘賛に昇華して，大衆を法華経に導く役割を果たすために集
成され付加されたものと思う ．
2）妙音菩薩品
この品の核心は，仏と華徳菩薩の問答から現れる妙音菩薩の力用であ
る．妙音菩薩の力用は，彼が万二千歳において十万種の楽器をもって仏
を供養したといい，また種々に現身して衆生の為に経典を説く 15という
点から， 「発音と現身をもって裟婆世界の衆生を救護する」ことである
のが分かる．
菩薩の名としての「妙音J (gadgada-svara）については， gadgadaが本
来 「妙」というよりは「前」の意味があるから，その真意に対して論難
があった凧しかし，諸漢訳者がそれをは少音」 と漢訳しているのは，
経典自らが示唆するこの菩薩の力用に起因したものと思われるしぺ経
日大正9,p. 56a. 「妙音菩i濠於間二千歳以十高穫伎柴供養雲霞音王偽井上八高四千七賓
鉢以是因縁果報今生i'l華街王智｛弗固有是神力 ～華徳汝但見妙音菩龍其身布此而是
菩薩現種積身慮~諸衆生説是経典～是妙音菩薩如是種種密化現身在此婆婆図土~諸
衆生説是経典J, Sadd. p. 357. 1. 23～p. 359. 1. 13. 
，.これについで泉芳環は，「妙音Jに相当する党語は， gangada-svaraがもっとも的当だとい
い， gangadaはgangaとして「恒河Jを意味するという．それでgangada-svaraとは，「恒河を
与える音jとして中国で「妙音Jと翻訳されたという（「法華経における妙音の語義につ
いてJ，『大谷学報』 14-1,pp. l～7.一方，本国義英は， gadgadaは古代インド民間信仰に
おいての水牛の異名だといい， gadgada-svaraとは牛穫として，これは浮妙神秘を現すから
「妙音Jと解稼できるという（『法華経論』，弘文堂書房，昭和19• pp. 180～183) . 
17河口慧海も， gadgada-svaraを「妙音Jと翻訳するのは，この菩薩の特徴ある因位行によ
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典では， f現身と説経と衆生救護j が妙音菩薩の衆生に対する力用とし
て描かれているから， 7妙音Jとは，実に「説経jそのものを語るもの
のように見える．また経典には妙音菩薩の身を，光明照らし曜くといい
1へその智慧は明らかに裟婆世界を照らして，一切衆生をして各々知る
べき所を得せしめるものだと表現しているが 19，本品の結集者は雲雷音
王仏の下で修行し，現在も一切衆生のために法華経を説いているという
妙音菩薩を，まるで電光・雷音のような存在として描こうとしたのであ
ろう ．そしてその存在とは，妙音の名を借りた法華経の講説者，即ち法
師そのものではなし、かと思われる．またこの品の末尾には，妙音菩薩の
現身と度脱衆生の根源を現一切色身三味（Sarva-riipa-sarμdarsana）である
と説いているが20，まさにその三味カとは電光の力であり，雷音のカに
他ならないのである．
3）観世音菩薩普門品
今まで普門品に関する研究は，主に次の二側面から行われた．即ち初
めは普門品の主人公である観世音菩薩の起源、と性格糾明についての側面
であり，次は普門品思想、の背景とその分析に関する側面である．
観音の起源について，諸説を通じて一般的にいわれることは，非仏教
的神格が大乗教系の興起と共に仏徳の一象徴として，吸収同化され菩薩
るものだという見解を提示したことがある（「法華経中妙音語義の研究についてJ，『宗教
研究』新103, p. 63) . 
18大正9, p. 55c. 「是菩陸自如成大青蓮華正使和合百千高月其面貌端正復過於此身奨
金色無量百千功徳正王殿威徳織盛光明照曜諸相具足如那羅延堅固之身J.
Sadd. p. 355. l. 29～p. 356. l. I 
19大正9.p. 56b. 「是菩隆以若干智慧明照裟婆世界令一切衆生各得所知J， 
Sadd.p.359.λλ14～16.なお，焚文によると， 「良家の子よ，妙音菩薩大師はこれほど多く
の知の輝きによって，このサノ、一世界で知られている」と訳される．
20大正9.p. 56b.「善男子其三味名現一切色身妙音菩薩｛主是三味中能如是鏡益無量衆生J,
Sadd. p. 359. l. 30～p. 360. I. 3. 
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化したというのである．観音の主動的応現力，教化力，自在の力用と，
救済すべきもの‘と同様の形になって自在応現性を伴う救済力を発揮する
特殊活動は，一般仏教の諸菩薩の神変化現説の表現よ りは，婆羅門神学
にその類例が発見できるほどの迫力を加えた具体性を示すものであり，
応現主体としての観音そのものについて，ある特殊神格よりの影響があ
ったものと見られている21.
一方，観音め異教的性格は， 「観音Jという名前と関連しでも，推測
が可能な問題であるが，この場合は観音の起源的背景というよりは，観
音信仰の発達段階におけるインド一般信仰との接合，または影響と見る
のが妥当だと思う．観音の訳語は， 『正法華経』では 「光世音J，現行
『妙法華経』及び『添品法華経』では「観世音Jと訳しており，その他
の経典からは「観自在J（玄奨訳『般若心経』大正8,p. 848), 「観世音
自在」（『千手経』大正20,p. 106), 「観世自在J（『法華論』大正26,
p. 10, 『得無垢女経』大正12,p. 97）などが知られている．これに対して，
現存党本のほとんどは， avalokitesvara（観自在）になっている22. 本田義
英はこれについて，観音の党名は初め avalokitasvaraとして 「観音」 が
その直訳であるが，菩薩としての観音の威力示現がだんだん拡大し神秘
化するに伴って，avalokitasvara（観音）がavalokitasvaraに誤写され，ヒ
ンドウ教の最高神 isvara（自在神）の影響を受け，さらにプラ クーリット
（俗語）の連声法によって，avalokita+iSvara>avalokita’svara（観自在）とな
ったことを推定し，これをサンスクリット連声法に修正して，
avalokita+isvara>avalokite8vara （観自在）の語形を生じることになったと
いう仮説を提示している また竺法護が諸訳とは異に「光世音Jと翻訳
21上村真重量， f普門品に関する研究」（『大正大学紀要』 42)'p. 3.なお，上村真肇は，今
まで観音の異教的性格を論じた学説として，①古代南方印度地方信仰説（E.T.Eitel）②中央
アジア太陽神説（H.Dayal）③南方アラビヤ信仰説（J.B.Pratt)c婆羅門信仰に起源を求める
説（本田義英）などを紹介している （前掲論文， pp.I l～12.) 
出唯一の異例として，東 トウノレキスタ ンー出土大谷本法華経（A.D. Sc末）の普門品断簡の中
には，avalokita-svara（観音）の語が五回現れる．
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したことについては，古代インド語で.rrac（光る）>roka （光明）/loka （世
界） (r/lの混同）の派生関係が成り立ちうること， ava-.rracより の派生
語 ava一rokin(ava+roka+in ・光明を有するもの）が存在することから，法
護が avalokitaを［光Jと訳したのは Flokではなく .rracに由来する
と考えたからであろうと推定している＜：l.
一方，岩本裕は，インドで観音の名が avalokita-svara から
avalokite土varaに展開する背後には，シヴァ神信仰があったと推定し，イ
ンドで観音を一般的にJoke土vara（世自在）と呼ぶのは， 観音がシヴァ神と
混融された結果だという．氏はまた普門品の成立は，法華経の成立と関
連する時，西暦二世紀頃の西北イ ンドだといい， 観音が西暦二世紀に西
北インドに出現した背景として，西暦元年以前から西北インドにイラン
の男神 mithraと女神anahitaの信仰が盛んだったが，前者が仏教に摂取
され弥鞠菩薩になり，後者の展開した女神から観音が生じたという．よ
って観音は本来女神であったが仏教に入って変性男子の説に影響され男
性化するようになったと言う仮説を提示する 2・1.
観音の起源を研究した先学の研究は，主に異教的な背景をその結果と
して導出しているが，普門品の思想、の面についても，やはり異教的な背
景からその淵源を追究しよ うとする試みがあった．
普門品の思想における異教的性格と しては，まず「権化思想J(avatara) 
をあげることができる．普門品には，観音は自ら身を変えてあらゆる階
層・種姓及び非人に至るまで，それと同じ様態で化現し教化説法し，さ
らに加護を果し，その功徳によって成仏の道を伝えようとしているが，
これはavatara観念の仏教的展開と見られるのであるお．
普門品の異教的性格のもうーうの例として，本田義英は，偽頒の観音
威力の具象的顕現の例である十三項目中第八の，
山本田義英，前掲書， pp.214～221.
山岩本裕， 『イン ド仏教と法華経』 （第三文明社，昭和49) ' pp. 178～184. 
五北条賢三「法華経に現れた権化思想、とその背景J（『法華経の文化と基盤』） p. 230. 
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呪岨諸の毒薬をもって身を害せられんとする者あらんに，彼に観音
の力を念ずれば還って本人に著きらん加．
という文について，これはインド原始宗教，遠くアタルヴァヴェーダ
(atharva-vcda）時代にその源を発した 「呪阻還著」 の信仰として， 「十諦
律J結集当時にこの信仰が流伝し，諸種の本生，警輸に関する経典もま
たこれを伝え，降りて諸積の密教経典に至って，この信仰が明らかに仏
教化して，これを移入し採用することになったという．そして密教的色
彩が濃い普門品の偽頒で，呪力・妖術・薬草・悪魔・屍鬼などによって
人を呪殺しようとする呪阻に対して，その呪岨を本人に還著させようと
する信仰が，観音を信仰の対象として出現したものと推定する．即ち法
華経（普門品）の結集者は観音信仰鼓吹の一環として，この呪岨還著の信
仰を移入して，観音慈観， そしてその大威力を具象的に示現しよ うと し
たというのである27. しかし，この所謂 「呪岨還著j の信仰については，
本田氏本人も認めるように，その説相の不自然さについては否定的な見
方も可能なので，果してこのような内容が，普門品に載せられた理由が
なにかについては，今後もっと多様な角度からの思考が要求されると思
う．結局経典の編集者は，ただ経典の流布，観音威力の顕示のために，
当時一般に伝われていた内容と しての「呪岨還著」の文を採用したと思
われるが，結果的に観音慈観の顕示としづ基本的な流れとは矛盾する表
現になってしまったと考えられる．要するにこの「呪岨還著」の文は観
世音菩薩を念ずる衆生に，その功徳を強調するところに意義があるので
ある．
なお，普門品には長行と偶頒の聞に成立の段差があることは周知の事
実であるが，重頒の性格である偏頒には長行の 「称Jに対応する箇所に
「念」になっていて両概念の異同について先学の研究があった．
長行と｛易煩における称、と念、とが対比される箇所を調べて見れば，長行
出大正9,p. 58a.「呪岨諸毒薬所欲害身者念彼観音カ還着於本人J, Sadd.p.369λλ13～16. 
＂本田義英 ，前掲書，p.271～287. 
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の「大声で呼ぶ（akrandaJTIkaryul).) ＝称Jことが「観自在を念ずる（smarato)= 
念J行為に対応しているものの，称、と念とはなんの差別のなく同一視さ
れているように見える．すでに称と念の関係については，両者の概念を
同一視する用法が原始・部派・大乗を通じて一貫して認められると見て，
それは仏教内部だけでなく．ひろくインド一般に認められる用法である
との研究結果却が出ている．しかし，念の原語である ，｛smrは 「憶念J
と訳され， 「記憶にとどめるJことを指してはいるが 「口称Jの意味は
なかったのであり，これが法華経に至って称に対比する概念、として用い
られているのは，念の概念において変化があったことを推定させる．こ
のような推定が可能なのは，普開品の偏頒が長行に比べて成立的に遅い
としづ事実と，イ昌頒が重頒の性格として長行と対比して付加されたとい
えば， 「憶念する （，｛smr) Jという言葉に，口に出して叫び，祈る行為が
後世に加わったと思われるからである29. そう見れば，普門品偏頒にお
ける「念Jの概念の変化は，時間の経過と共に起きた必然的な現象と見
うると恩われる．ただ称とか念とかいう用語の次元とは別に，信仰的立
場から両概念を考える時，果たしてどれくらいに両者の区別が可能であ
ろうかという疑問はのこるし，そういう立場からは，両概念の同一視と
いうのは寧ろ自然の結果ではないかと思われる．
なお， 「念Jの概念変化と共にもう一つ念頭におくべきことは，法華
経最後の付加部分といわれる阿弥陀頒の存在である． 法華経と浄土恩想
との関連については，いくつかの研究成果が出されているが，ここにお
いては，その内容よりは意図的に見られる付加そのものの意義を考える
べきだと思う． 即ち内容的に不可欠なことでもないのに，このような阿
弥陀信仰が付加されたというのは，現存の焚文成立の時期には， ある意
味では阿弥陀信仰が無視できないほどの勢力をもっていたかも知れない
し，それから阿弥陀信仰との関係を意識的に保持させるために，この部
加藤田宏遠， 「念仏と称名」（『印度哲学仏教学』4)'pp. 13～33. 
却石上善応， f浄土恩想と法華経の交渉J（塚本啓祥編『法華経の文化と基盤』）' p. 465. 
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分を添加したのではないかという推定が可能なのであるべ
以上のように普門品は，その説相と主人公である観世音菩薩の性格が，
多く異教的な背景を有する．しかし，異教的な背景をもっというのが，
そのまま異教の仏教への借用と見ることは出来ないというのは明らかで
ある．仏教がすでにインド思惟の一方向である以上，仏教から異教的性
格の教説あるいはその痕迩を発見するのは，むしろ自然のようにも思わ
れる．ただ普rj品においては，この品が法華経に含まれた以上，法華経
において観世音菩薩に載せられた役割を糾明する必要はある．
普門品は後六品の他の諸品に比べても法華経前品との関連が低いもの
の，その故に成立史的にこの品は，別行した独立経典と して存在したも
のが，法華経の普及を助けようとする意図のもとに付加されたのではな
し、かと推測される．即ち普門品は法華経を宣布するための，伝道の目的
をもって付加されたのであり，その伝道の力とは，観世音菩薩の衆生救
済の威神力としての普聞示現そのものなのである．そしてこの観世音菩
薩の威神力は，法華経本流とは異質的でないことはいうまでもない．本
来法華経は全ての衆生に仏の悟りを得せしめる仏の本願を説く経典であ
って，法華経において仏の力用とは正に救済者Hそのものであり，そう
見れば観世音菩薩は救済者としての仏の力用を引き受けて，仏の大悲心
を宣揚しているのである．このように観世音菩薩も苦悩の衆生を救援す
る慈悲の菩薩として現れたため，法華経と観世音菩薩，法華経と普門品
は「慈悲示現Jという点で結ばれるのである．
2 経巻護持への引導と保護
前述したように，薬王品 ・妙音菩薩品 ・普閉品などの三品は，薬王・
＂＇石上善応，前掲論文， p.470，上村真蒙，前掲論文，p.27. 
"' 密輸品には「如来己離三界火宅寂然閑居安慮林野今此世界皆是我有其中衆生悉是
吾子而今此処多諸患乱唯我一人 能為救護J（大正9,p. 14c, Sadd. p. 84.λ. 18～ 
p. 85.λI）という文があるが，これはまさに，仏の救済者としての力用を克明に現わしてい
る所だと思う．
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妙音・観音菩薩の衆生に対する救済者・施恵者としての力用を強調し，
それによって民衆をして，菩薩の加被の世界，進んでは法華の世界への
吸引を図っている．
一方，以下陀羅尼品・妙荘厳王本事品・ 普賢菩薩勧発品などの三品は，
やはり菩薩の衆生のための誓願と行を中心にしながらも，究緩的には法
華弘通という性格をもっと明確にしている．したがってこれらの品には，
経巻護持の功徳は勿論，経巻受持者を保護するという菩薩の誓願，さら
に経典または経典受持者を誹諒する果報などが強く説かれている．
1 ）陀羅尼品
この品の内容は，菩薩を始め， 二天王・羅利女 ・鬼子母らが経典受持
者を保護する手段にしている陀羅尼自体の問題を除いては，ごく 単純な
構成から成りたっている．仏からの経典受持の功徳に対する説明の後，
薬王らから経典受持者を保護するという発誓があり，それにつづいて再
び仏から，経典受持供養者に対する保護のすすめが説かれるのが，内
容の全てなのである．即ちこの品の核心は，経典受持者の功徳を説くと
同時に経典受持者の保護を説く所にある．ところで経典受持の功徳は，
すでに第二類法華経の法師品・安楽行品にも説かれている内容であるか
ら，この陀羅尼品で強調しようとするのは，主に 「経典受持者に対する
保護j であると思われる．経典受持者に対する保護は，最後の普賢品に
おいても主な内容として説かれているが，その背景にはやはり経典受持
に対する一般民衆の認識を肯定的な方向へと導こうとする，結集者の狙
いがあったといえよう．ただここで経典受持者の保護を誓う，薬王菩薩
を始めとする諸存在の性格は一考の価値があると思う．すなわち初めに
薬王菩薩が登場するのは，薬王品を始め妙荘厳王品などにおける薬王菩
薩の役割と共に示唆する所が多いと思われる．特にすぐ後につづく妙荘
厳王品において薬王菩薩は善知識の表象として描かれているものの，衆
生を引導，保護する薬王菩薩の力用が前後の二品から遺憾なく発揮され
ているのである．また薬王菩薩と共に勇施菩薩が経典受持者に対する保
護を誓うのは，それが薬王菩薩だけでなく諸菩薩の共通の威神力である
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ことを示そうとしたものではないだろうか．そして二天王と羅季1）女 ・鬼
子母神らの登場は，これらがみな護世をその力用とする山から，護世の
神格を護法の神格へと展開させようと した法華経結集者のねらいがあっ
たと思う．ただこの中で毘沙門天王 ・持国天王の二天王は彼らが担当し
ている方向がちょうど北と東であることは，法華経の成立地といわれる
西北インド，そして向後の伝播と も関係して，全然無意味ではないと考
えられる．
さて，この陀羅尼品は，妙本と正本には，妙荘厳王品（妙本の品名の
場合）の前に位置するが，添品と焚本には薬王品の前に位置していて，そ
れが示す問題点については各学者の意見が違う．即ち六品は別別の流通
を目的に編集されたから，順序上の意味の大きい前の品よりは順序にお
いて別に意味がないが，薬王菩薩の力用を強調するという意味では，薬
王品が最初におかれている『妙法華経』 ・『正法華経』の形が本来のも
ので，党本と『・6食品法華経』は後に変更されたものだという見解；口と，
陀羅尼品は経典の付嘱が主題だから，経典付嘱を説く神力品の次におか
れるのが適当だという見解川がある．いずれにしても，これは法華経の
流通の過程において，そのように陀羅尼品の意義と他品との関係に対す
る考えの違いによって位置を異にする，添品 ・党本の形も現れたのであ
ろうと思われるし，そういう点もまた前品に対する後分の性格の追究に
おいて重要な端緒の一つになる．
2）妙荘厳王本事品
この品は題目を見れば，妙荘厳王を主人公に彼が仏法に導かれる過程
を説いて，今の華徳菩薩が前世の妙荘厳王であると説いているが， 実在
内容の展開から見れば，むしろ王を仏法に引導した浄蔵 ・浄眼二王子を
今の薬王 ・薬上二菩薩に対比させる所に主眼があるように考えられる．
＂＇中村元， 『仏教語大辞典』， p.527,p.207, p.1402などを参照されたい．
川勝呂信静，前掲苦手，p.192. 
ι＇ IJ' il事J'~j叡，前掲論文その4 （『大崎学級』 144)'p. 106. 
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またこの品は薬王菩薩本事品と共に本事を説く 内容でありながらも，題
目の時点は今世でない前世になっていて，内容上の比重の問題と共に不
都合を見せているが，前世の物語の中でも妙荘厳王の場合は，出家以前
と以後の時間的段差があって，おそらくこれを基準に題目が決定された
のではなし、かと思われる そう見れば，この品の核心は妙荘厳王物語の
前半部分，即ち王が外道を信受したが二子の引導によって仏の説法を聞
き，発心し，さらに仏の授記を受けて出家修行して一切浄功徳荘厳三味
を得るまでの過程ではなし、かと思う．そしてその中でも経典の結集者が
強調して伝えようとした所は，浄蔵・浄眼二王子が王を引導する善知識
としての行いなのである．
この品の官頭で二王子は，神力と福徳智慧と共に菩薩所行の道である
波羅蜜と四無量心を備えているのみならず，三十七助道法と三味にも通
達したという 35. これは善知識が衆生を引導するために備えるべき徳目
を列挙しているといえるが，さらに，それによって行の普遍性をも顕示
していると思われる．一方，この品において善知識の徳目として説かれ
ているのは他にもあって，健益衆生のための化生， 化身の示現，諸仏に
対する親近供養と法華経の受持， そして思念衆生などがそれであるへ
なお，この品では，仏法に帰依する前の妙荘厳王は，外道を信受し，
婆羅門法に深く食著したというが，経典ではその外道の邪見であること
を何回も強調し，それに比べて仏法特に法華経が正見であることを説い
ている37. これは一般民衆特に外道・婆羅門教信者を意識して作成した
日大正9,p. 59c.「有二子 一名湾蔵二名浮限是二子有大神力福徳智慧久修菩薩所行之
道所謂檀波羅蜜戸羅波羅蜜 b提波羅蜜毘梨耶波羅蜜続波羅蜜般若波羅蜜方便波羅蜜
慈悲喜捨乃至三十七品助道法皆悉明了通達又得菩薩滞三昧日星宿三味得光三味得色
三味浄照明三味長荘厳三味大威徳蔵三昧於此三昧亦Z号、通達J, Sadd. p. 375.M. I l～23 
柿大正9,p. 60c.「大王当知事手知識者是大因縁所調化導令得晃仏発阿有害多緩三続三菩提
心犬王汝見此二子不 此二子己曾供養六十五百千高億那由他↑1[1可沙諸l弗親近恭敬於諸仏
所受持法華経懸念邪見衆生令1主正見」 ，Sadd.p.380.入21～p.381.λ5. 
:1；大正9,pp. 59c～60c. 「母告子言 汝父i言受外道深著婆羅門法汝等感往白父輿共倶去浮
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部分であることを窺わせるが，すでに第十三勧持品では，無智人が法華
行者を外道であると誹誘しても，仏を敬う故に，そのような諸悪をただ
忍ぶべきであると説いているのにへここでは自ら，なにが邪見であり，
なにが正見であるかを明確に示している積極性が目に付く ．これは当時
の仏教教団に対しでも，法華行者が自らの仏教正統者の一員であること
を，明らかに宣言している所だと思われる．
3）普賢菩薩勧発品
この品は，普賢菩薩が神通力を以て法華経を受持する者を助け護るこ
とを説くのが主題である．
法華経が成立した初期大乗仏教時代には，普賢行の観念、と普賢菩薩の
信仰が相当一般化していたと思われるが，普賢行という言葉から感じら
れるように，始めは人格体としての菩薩というよりは，抽象的な観念の
上の菩薩だったのではないかと思われている．即ち 『華厳経』 において
は，初期は菩薩としての普賢ではなく，一般菩薩の性徳、あるいは行願が，
普遍的（samanta）に吉祥勝賢（bhadra）するという点で，一般的な菩薩の道
行としての抽象的な普賢行，または普賢道（samantabhadra-carya）などの
熟字が利用されたと想像され，その一般菩薩の性徳 ・行願の内容が抽象
的なものから構想的なものへと進展して，やがて人格化し，特殊な一菩
薩としての普賢（または遍吉）として活躍するようになったと見られるの
である．いわば『華厳経』における普賢は法普賢として登場し，時間が
経るによって特殊なー菩薩と しての名義に使用される人普賢へと変化し
蔵浮i＆合十指爪掌白母我等是法王子市生l比邪見家母告子言汝等賞憂念汝父長現神聖書 肱
～世尊未曾有也如来之法具足成就不可思議微妙、功徳教誠所行安隠快善我従今日不復
白隠心行不生邪見b慢日員悉諸悪之心説是語巳稽イ弗而出J, Sadd.p.376λ13～p. 383.λ2 
制大正9.p. 36c.「是人懐悪心常念世俗事仮名阿練若好出我等過而作如是言 此諸比丘
等融利養故説外道論議自作此経典 誕惑仙世間人献名開放 分別於是経常在大衆 ：
中欲望党我等故向図玉大臣婆羅門居士及餓比丘衆誹務説我悪謂是邪見人 説外進論議 ？
我等敬仏故悉忍、是諸悪J, Sadd.p.232.λ21～p. 233.λ8 
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たというのであるべ
普賢菩薩が法華経特に付加分六品中の一品において，経典受持者の保
護をになう菩薩として登場するのは，当時普賢信仰が盛んだったと想定
すれば，ごく自然の結果とも恩われる．すでに薬王品 ・妙音品では，薬
王菩薩・妙音菩薩が各々法華経の弘賛，伝道のために，あるいは本事を
説いたり，あるいは他方仏国よ りの来往という形を取って，法華経受持
の功徳 ・利益を示しており，また陀羅尼品においては，薬王菩薩らが陀
羅尼呪を以て神秘的な力を感得させて，経典の受持者を保護するという
誓願を立てているが，今この普賢品には新しい人格体である普賢菩薩が
登場して，法華経の修行者である法師を守護する力用を発揮しているの
である．いわば法華経の結集者は普賢信仰を法華経の中に取り入れるこ
とによって，経典普及の助けにしようとしたのである．
普賢菩薩の象徴のようになっている「六牙の白象にのって現れるJと
いう語句は，普賢菩薩の威神力を強調する表現であると思われるが，一
般に六牙は六根を象徴し白象は清浄を意味するといわれる 10. また白象
はその性が調順し，しかも大威力があることによって，早くから菩薩の
柔和 ・大勢を象徴する動物として描かれている．すでに『瑞応本起経』
『因果経』 『普曜経』などの仏典には，裟婆世界に誕生する前の菩薩と
しての釈迦牟尼が兜率天から降誕の際，あるいは白象にのって，あるい
は自ら白象に化して摩耶婦人の胎に入ると描かれているようにへ普賢
菩薩の裟婆世界への降臨も，仏のそれと等しい権威をもったせるための
表現であろうと思われる．
普賢品における普賢菩薩の力用は，もっぱら法華経の受持者に対する
保護であることはいうまでもないが，その時普賢菩薩が取る方法は神変
＂＇本田義英 ， 『法華経論~ ' p. 264. 
・Il 『大法輪』第56巻第12号所収 f絵でとく法華経28品J' p. 154. （多国孝文執筆）
I 『瑞日基本起経』，大正3,p. 473b. 「菩薩初下化乗白象貰日之精因母昼寝 而示夢駕従
右脇入J' 『因果経』 ，大正3,p. 624a.「爾時菩薩観降胎時至即乗六牙白象発兜率宮J'
『普日程経』，大正3,p. 49la. I菩薩便従兜率天上垂降威霊化作白象口有六牙j
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と陀羅尼である．即ち普賢菩薩が白象にのって経典受持者を保護するた
めに彼らの前に現れるのが神変による現身であり，それを見て大衆が得
るのが陀羅尼であって，この陀羅尼は普賢菩薩の神通力の現れなのであ
る．
普賢品で説く陀羅尼は，その性格上二つに分けられるが，一つは正法
憶持のための陀羅尼Uであり，他の一つは持経者守護のための陀羅尼が
呪文化したもの刊である．即ち前者が陀羅尼の初期的性格を示している
といえば，後者は陀羅尼としては後期の形を示しているといえる村．陀
.，大正9,p. 6lb. r是人若坐思惟此経爾H寺我復乗自象王現其人前其人若於法華経有所
忘失｝句－j呂我当教之与共読言問還令通利爾H寺受持読舗法業経者～得如是等陀羅
尼J, Sadd. p. 386λλ.2～18. 
日大正9,p. 6lb. 「世尊若後世後五百歳濁悪世中比丘比丘尼｛憂婆塞優婆夷求索者受持者
読読者書写者欲修習是法華経～得是陀羅尼考無有非人能破嬢者亦不為女人之所惑
乱我身亦自常議是人日佳願世尊聴我説此陀続尼呪 ~n於仏前而1説呪日～辛阿毘吉利地
’帝J, Sadd. p.386.λ19～p. 387.λ11 
44神定において精神集中を意味する陀羅尼は，精神集中の結果として得られる仏の智慧，
最高智をも現すと思われるに至る 即ち陀羅尼は仏智 ・仏法そのものとして恩われるので
ある 同じように明呪も般若にほかならず，呪文であると同時に仏法そのものだとみなさ
れている そして大乗仏教においては，陀羅尼を受持すること，明呪を請すること，経典
を読請し，受持し，書写することによって，さまざまな災害から免れうることが，しばし
ば強調されているが，このように陀羅尼 ・明呪・経典それぞれの読請が災害に結びつくの
は，これらいずれも仏の智慧，即ち仏法を凝縮し具体化したものであるという認識がある
からである．仏法そのものに除災の功徳があるという信仰が，大乗仏教の流の中で狼強く
もたれていた所に，陀羅尼と呪との結合点がある 「教法の憶持j としての陀羅尼が「経
法を構成する要素としての呪の憶持Jになり，それが呪文化して陀羅尼といえば「呪を受
持することJになって，やがては「受持する呪そのものj を意味するようになり，進んで
密教経典では真言とも同一視されるのである．なお陀羅尼の起源と性絡の変化については，
本因義英， 『法華経論』 ，pp.132～137，松長有慶， f法華経陀羅尼の特質J（中村瑞隆編 え
『法華経の思想と基盤』 ，平楽寺書店，昭和55,pp.89～100, ），平川彰， 『初期大乗仏教 ！ 
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羅尼品と共に普賢品にこのような呪文化した陀羅尼が説かれているのは，
法華経におけるこれらの品の成立的位置を推定する一つの端緒にもなる．
一方，普賢菩薩の経典護持者に対する守護の誓願を聞いた仏は，普賢
菩薩を賞賛した後，普賢菩薩に説く形で法華経受持の功徳 ・経典と経典
受持者を誹誘する果報を自ら説いている．この部分は全体的に法華経の
受持勧奨を目的とする第二類法華経，特に法師品・ 安楽行品とも似た内
容になっているが，普賢品においては両品に比べて，もっと積極的かっ
事実的な表現を以て叙述されている．これらの品の中で互いに対比され
る幾つかの箇所を簡略に比較して見ょう．
まず，普賢品において仏は，法華経を受持 ・読請し正しく憶念し修行
すれば，この人は釈迦牟尼仏が手でその頭を撫で，衣を以て覆わるるこ
とを得る，＼というが，この部分は法師品の所説・Inと相通じる．また普賢品
には，法華経の受持者が親近をねがわざるというものをあげながら， 外
道を始め屠児や猪・羊 ・鶏・狗を畜うものと，猟師 ・女色を街売するも
の等をあげているがげ，この部分も少しの食い違いはあるが安楽行品の
所説・18と相通じる．また普賢品で，この経典を受持する者を見れば，当
の研究 lー』， pp.337～342，氏家昭夫， 「閥持陀羅尼についてJ（『印仏研』 232, pp.53～ 
63）などを参照されたい．
＂大正 9,pp.6lc～62a.「普賢若有受持読諦正憶念修習書写是法華経者酋知是人員lj見様迦
牟尼｛弗如従｛弗日開此経典賞知是人供養釈迦牟尼｛弗嘗知是人側；讃善哉省知是人民務副牟
尼｛制；手摩其頭為釈迦牟尼仏衣之所覆J, Sadd. p. 389.λλ2～10 
i附大正9,p. 3lb. 「薬玉当知如来滅後其能受持続論供養為他人説者如来Hl為以衣覆之
～当知是人与如来共宿即為如来手摩其頭J, Sadd. p. 201λλ.4～12 . 
.i;大正9,p. 62a. f如是之人不復食箸世楽不好外道経書手筆亦復不喜親近其人及諸悪
者若屠児若畜猪羊鶏狗若猟師若街売女色J, Sadd.p. 389λλl l～15. 
判大正9,p. 37a. 「云何名菩薩摩訊稜親近処菩薩摩詞隠不親近国王王子諸外道党志尼b子
等及造世俗文筆讃詠外喜及路伽耶陀逆路伽耶陀者亦不親近諸有兇l鍛相奴相撲及那緩等
種種嬰現之戯又不親近JM陀羅及畜猪羊潟狗敗猟漁捕諸悪律儀J, Sadd. p. 235.λ 17～ 
p. 236.λ7. 
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に立て迎えて，仏のように敬うべきだと説く部分勺ま，法師品にまたこ
れと似た表現がある却
さて，以上が経典受持者に対する叙述だといえば，彼らを誹誘する果
報についての普賢品の叙述は，第二類の法師品のそれより一層徹底かっ
苛酷な面がある．即ち法師品には，法華経を読請する者を悪言を以て致
砦すれば，その罪は甚だ重いというのみでへやや抽象的な感じがする
が，普賢品においては，経典を受持読請する者を誹誘する人は世々に眼
がなく，現世に白瀬の病を得，世々に歯は疎き欠け，醜き唇，平める鼻，
手脚はもつれまがり，眼目はすがみ，身体は臭く械く，悪しき癒の膿血
があり ，水腹， 短気など，諸の悪い重病がある 52と言って，罪報の結果
を具体的に言及 している．しかもほとんどが，人間だれでも嫌がる病気
を以て表現されていることによって，その強調さはもっと重く感じられ
る．
普賢品と第二類法華経，特に法師品の教説と互いに類似する箇所を比
較して見れば 法師品において仏が経典受持者あるいは説法者を保護す ~ 
るために行なったことが，普賢品では普賢菩薩の行に代わっており， し
かもその表現が具体的かっ事実的になっていることが分かる．これは普
賢品が，その成立において，普賢信仰と共に第二類法華経，特に法師品
などの教説を引き受けて，それを一層徹底化して，経典の保護，進んで
は経典受持者を保護する教説へと展開させた結果ではなし、かと恩われる．
！”大正9,p. 62a. 「是故普賢若見受持是経典者当起遼迎当如敬｛ムJ, Sadd.p: 390λλ20 
～24. 
加大正9, p. 3Ja. 「吾滅後悪世能持是経者当合掌礼敬如供養世尊J, Sadd. p. 199回以.12 
～15. 
副大正9,pp.30c～3Ja. 「薬玉若有悪心以不善心於ー劫中現於仏前常毅罵仏其罪尚軽
若人以ー慈言按砦在家出家読論法華経者其罪甚重J, Sadd. p. 198.λλ8～13. 
，；，大正9,p.62a，「若復見受持是経典者出其i品悪若実若不実此人現世得白綴病若有経
笑之者当世々牙歯疎欠醜腐平鼻手脚練戻眼目角・身体臭穣悪癒j膿血水1.!l短気諸
悪重病J, Sadd. p. 390.λλ8～20. 
三第三類存在の意義
1 第三類の性格
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次は法華経における第三類の諸品がもっ性格について考えてみようとす
る．
ほとんどの中国注釈家たちは，法華経の薬王品以下普賢品に至る六品を，
序分・正宗分・流通分という伝統的な三分科経によって，これを流通分に
分類している．つまり竺道生の疏53を除く，法雲・智頴 ・吉蔵の注釈書によ
って，その分科，；4を見れば，いずれも法華経の流通分は第十七分別功徳品半
から第二十八普賢品までとなっていて，諸師においては，薬玉品などの六
品も，概ね経典流通の性格をもっと認識されていることが分かる．
第三類諸品が流通的性格をもっという認識は，現代の学者においても別
に違いはないようにもみえる．しかし現代においては，法華経の成立史的
立場からの研究結果をもとに，六品を前二十一品とは別に扱って，その関
係の追究によって，新しい視角による意義付けを試みるのが，古来の注釈
家とは違うといえよう．
第一 ・第二類の二十一品（提婆品除外）に対する第三類六品の意義は，中
国注釈家の設定した科文から見るように，前二十一品にすでに流通分とし
ての品が含まれているから，同じ流通分の性格である六品については，こ
れを追流通，即ち以前の品で行われた経典の流通・嘱累を追説，補充した
ものと見る視角がある55. 即ち六品は，前の諸品特に第二類で説かれた経典
の付嘱を補充する意図のもとに説かれたというのである．しかし，第三類
の六品を前品と断絶させて理解することは，もともと出来ないと思うが，
六品に著しい説相の違い，形式の違い，そして新しい信仰の導入が，ただ
53『妙法蓮華経疏』，日蔵2乙・ 23・四
54法雲『法華経義記』大正33,p. 574c，智頻『法華文句』大正34,p.2a，吉蔵『法華義記』
大正34,p. 34abc. 
杭勝呂信静， 『法華経の成立と思想』， p.322回一方，伊藤瑞叡氏も同じ趣旨の意見を発表さ
れた伊藤瑞叡， f法華経成立論史Jその4（『大崎学報』 144)'p. 88. 
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以前品を補充する役割を果たすためになされたと見ることが，可能だろう
かという疑問が起こる．また勝呂信静氏は，六品に現われる前品との説相
の違い，形式の違いは，全て一連の編纂過程における方針の変化だと言っ
ているが拍，このような追説，補充もみな方針の変化によるものだとは言い
切れないと思われる．
勝呂氏は，もともと六品は神力品と嘱累品の聞に位置するのが本来の形
であると言って，神力品に説かれた付嘱は，t也涌菩薩に対して第二十品（神
力品）までの法華経を付嘱したのであるが，それは通仏教的要素を含まない，
いわば法華経の生粋の教えであるという．また薬王品では，宿王華菩薩に
対して，経典としての薬王品を付嘱し，薬王品以後の五品においても特に
説明はないが，薬王品と同じように，各品に対応する特定の菩薩に対して
付嘱する意味をもって，説かれていると推定する．そして最後に，嘱累品
では経典の形に限定されない無上菩提を，一切の人に対して一様に付嘱し
ていると述べておられる；1＿ しかし，薬王品以下六品の所説には，たしかに
法華経自体に対する称嘆と経典受持を勧める流通的性格の教説が説かれて
はいるが，それが決して前のある品に対する補助もしくは追説とは見られ
ないし，その中には普門品のように，表面的には法華経についての言及が
全然ない品さえも存在するのである．そういう意味で，勝目氏の主張のよ
うに，六品が一品ずつ特定の菩薩に付嘱するために説かれたということは，
同意しがたいし，唯一薬王品で宿王華菩薩に本品を付嘱しているのも，た
だ六品の各各がもっ個性のーっと見られるのみである．
六品の性格に対する追究は，法華経が第二十一嘱累品までに，いわゆる
序 ・正・流通という一経典としての体制を整え，その次の段階で，これら
の品が付加されたという想定から出発する必要があると思う．
六品には，薬王菩薩 ・妙音菩薩・観世音菩薩・普賢菩薩などの，諸菩薩
に対する信仰を強調し，これらの菩薩が衆生の救済者，経法の護持者であ
ることを印象つけている．また三味思想 ・陀羅尼思想・往生思想、と，毘沙
五“勝呂f言静，前掲番，P190. 
＂）勝呂信静，前 fli審，p187. 
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門天王・持国天王・十羅手1］女 ・鬼子母神などの信仰まで説いて，当時のさ
まざまな諸思想を法華経の立場から会通することによって，さ らに法華の
旗械を宣揚し，進んでは一般民衆をそのようにさまざまな信仰を以て包摂
し，法華の世界に導いている．即ち法華経は，法華以前の諸経典とひろく
大・小乗に展開したあらゆる教説を統合しようとする包括性を，これらの
品において遺憾なく発揮しているのである．
六品の，一般の大乗信仰を導入し，法華経の偉大さと受持する功徳の多
さを説き，さらに受持者に対する保護を説いているのを見れば，たしかに
この部分は法華経本旨に対する「伝道書的性格」をもっていると思われる．
六品を全体的に見れば，ここには，①法華経の偉大さに対する賞賛（薬王品），
②法華経を得る方法（普賢品），③法華経を受持する功徳、と利益（陀羅尼品，
普賢品），④法華経を受持する者に対する保護（陀羅尼品，普賢品），⑤経典
と経典受持者を誹務する者に対する警告（陀羅尼品，普賢品）， ⑥信仰の引
導者 ・救済者・保護者としての諸菩薩（六品全て，特に妙荘厳王品）が説か
れていて，これらの品が，一般民衆を対象とする「信仰への引導書j であ
り，法華経そのものに対する I伝道書」で、あることを，強く感じさせる．
2 六品付加の背景
薬王品から普賢品に至る六品が，前品に比べて成立的に遅れるというの
を示す要素はいくつかがあるが，その中の一つがこの六品から見られる外
教的性格である．
六品の外教的性格については，ここに登場する薬王・妙音・観音 ・普賢
などの諸菩薩が全て原始分においての菩薩とは異なる，仏教以外インド一
般世間の神話を背景にしなければ，その真相を明かすことができないとも
いわれるように，特定菩薩の性格を追究する視角から研究が行われたし，
六品における重要な教説の一つである陀羅尼呪についても，その起源を婆
羅門教から求め得るとの研究が行われた四．
また，根本仏教と比較して，その時代には寧ろ排斥されたり夢想だもせ
刷本田義英， 『法華経論』， p179 
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られた，観音信仰・陀羅尼呪思想、のような婆羅門系の思想信仰が法華経に
流入される事実は，法華経のこの部分の成立がかなり後世であることを証
すると共に，当時このような思想が相当盛んであったことを物語るものと
見られて，これは当時婆羅門信仰が盛んだった反面仏教は寧ろ類勢に傾け
ていたことを暗示する所以であるともいわれる；g.
仏教が婆羅門信仰に比べて，類勢にあったかどうかそれを正確に知るこ
とはできないが，法華経は六品において，たしかに婆羅門教信仰の影響を
受けてそれを導入しているのは事実である．そしてこのような傾向が他の
諸品に比べて六品に著しいということは，この部分成立当時の宗教的環境
を推測するにいい資料になると思われる．
六品の内容から見る時，当時は大乗のさまざま思想、が各各の立地を確保
しつつあるし，一方では，婆羅門教信仰も民衆に幅ひろく流布していたこ
とがわかる．それでは，法華経後分の結集者がこのような通大乗的もしく
は外教的な信仰まで受け入れて，経典を作成付加するようになった背景は
何だろうか．それを，ただ第三類諸品の成立当時に，そのような思想が盛
んだったために，なされた自然的な影響の結果だとのみ，見ることはでき
ないと思う．
六品が序品から嘱累品に至る二十一品として一経の体制を整えた後の付
加であると想定するならば，これが付加するまでには，それなりの必要性
に基づくと見るべきである．それは六品の性格から現れるように，当時の
一般民衆に対する「伝道の必要性Jにほかならないのであろう． 即ち六品
の結集者は，当時流行した種種の思想，信仰と法華経を調和させて，法華
経の諸経中においては勿論，当時の一般宗教界における地位を確保しよう
としたのである．六品で示されている，神格化した菩薩像とその具体的活
動としての衆生救済，後五百歳に対する言及，そして積極的に経巻受持の
功徳と経典受持者に対する擁護を説くのみならず，焼身供養の勧奨と共に
法師を誹誘する者に対する果報等を厳しく説いているのは，六品成立当時
の時代相を暗示すると同時に，それを克服しようとする結集者の強し、意志
開布施浩晶，前掲書，p.296. 
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が沈んでいると思われる．即ちこれら六品を含む法華経後分の結集者は，
仏教内外のさまざまな思想の氾濫に対して，一種の危機意識を感じたので
はないかと思われるのである．たしかにこの時代は，仏教教囲内的にも「思
想の不統一昏乱時代Jベまたは大・小乗の対立などによる「疾風怒涛の時
代jわlとも表現されるが，法華経は特有の宥和の思想、によって，大・小乗の
諸教説を融摂・調和し，さらに外教に対しでも，また彼らを包摂しようと
する意志と共に，法華第一の信念を一層強くアヒ。づレしようとしていると思
われる
そういう意味で，法華経第三類諸品が伝道の対象として想定した相手は，
教囲内の人びとは勿論であろうが，当然教団外の一般大衆，もしくは外教
の信者であったことは言うまでもない．
法華経において信仰集団としての「外道Jに言及するのは合せて六箇所
で，その中の勧持品には，偽煩に二回外道という語が出るカ＞＂2，これは他大
乗の人が法華行者を指して外道だということで，婆羅門のような外教を指
すものではない．次に安楽行品には，長行に一回，それに対応する偽煩に
一回外道の語が出て，共に菩薩の不親近処として描かれているが同，いわゆ
る原始分の中で，仏教以外の信仰を指す外道に言及するのは，これが唯一
とはいえ，多くの不親近者の中のーとして，ただその名を言及するのみで，
特に外道を意識した記述とは見られない．しかし，第三類諸品に至つては，
まず妙荘厳王本事品に，浄蔵・浄眼二王子の母が，息、子たちに，夫である
制布施浩岳，前掲書， p.297. 
＂吉田竜英，「法華経の成立に関する諸研究 J（『宗教研究』新8-6),p. I 04. 
出大正9,p.36c r此諸比丘等主義食利養故説外道論議自作此経典誕惑仙世間人j f向園王
大臣婆羅門居士及自主比丘衆誹誘説我悪調是邪見人説外道論議我等敬1弗故悉忍是諸
悪J,Sadd. p. 233.λ2, 7. 
制大正9,p.37ab「菩薩摩詞薩親近慮菩隠底割I鑑不親近園王王子大臣官長不親近諸外道
党志尼・子等及造世俗文筆讃詠外書JI若有菩薩於後悪世無怖畏心欲説是経謄入行民主
及親近民正常敵国王及園王子大臣官長兇！治戯者及蹄陀羅外道党志亦不親近増上慢人
食著小乗三歳撃者破戒比丘名字羅漢J, Sadd. p. 236.λ I, p. 238.λ5 
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妙荘厳王の教化を願し、ながら，「汝の父は外道を信受し，婆羅門法に深著す
るJ“！と述べ，具体的に外教信者の存在を叙述し，外教の邪見であるに比べ
て仏教の正見であることを重ねて強調している．また普賢品には，仏が法
華経を受持 ・読諦・正憶念・修習・書写する人の功徳を説いた後，この人
びとの行を叙述し，
かくの如くの人は，また世の楽に食著せず，外道の経書 ・手筆を好ま
ず，亦復， その人及び諸の悪しき者の，若しくは屠る児，若しくは猪・
羊・鶏・狗を畜うもの，若しくは猟師 ・若しくは女色を街売るものに
親近することを喜ばざらん65.
といって， 外教の信受者を諸悪者 ・家畜を養う人，もしくはその屠殺人 ・
猟師 ・娼婦などとも同列に見なしているのである．
以上のような，六品での外道に対する叙述を見れば，後分法華経の結集
者は婆羅門教などの外教をかなり強く意識しながら，それに対抗する立場
に立って経典の結集に取り組んだことがわかる．
なお，第三類法華経の結集におけるこのような事情は，法華経とその受
持者を誹誘する人に対する対処にも示されている．法華経第二類の諸品で
は，経典の受持行を勧奨しながら同時に誹誘者の迫害を忍ぶことを説いて，
当時法華行者に対して反対の立場に立って，彼らを非難した集団があった
ことを示す部分があるが，ここでの誹誘 ・迫害者の実体は，仏教教団内の
他大乗教団であることが，研究されているようにぺ第二類までの法華経が
教化（伝道）の対象として見なしていたのは，小乗教団と共に他の大乗教団，
即ち仏教教団内の人びとだ、ったのである．それに比べて後分法華経におい
刷大正9,p. 59c. f母告子言汝父信受外道深著婆羅門法J, Sadd. p. 376.λλ14～16. 
同大正9,p. 62a. I如；是之人不復食著世幾不好外道経書手筆亦復不喜親近其人及諸
悪者若屠見若畜猪羊 ・狗若猟師若街寅女色 J, Sadd. p. 389.λλ. 12～15.ただ，党本に
は「外道」（tirthika）の語は出ないが，内容は同じである。
耐望月良晃， 「法華経における訊務者の系譜J（『法華経の成立と展開』）， pp.647～648. 
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ては，以前の品とは対照的に，主な教化の対象は外教の信者であり，同時
に攻撃されるのも外教からのことであった．その故に以前の品においては，
法華経に対する誹誘と迫害に対処するのに，ただ忍耐を強調するのみで，
やや微温，穏健的であったが， 後分になっては，一層積極的かっ徹底的な
表現がなされたのである
しかし，それにしても外教に対する法華経の立場が，終始攻撃だけで一
貫したとは考えられない．外教に対する法華経の立場を端的に示している
のが，妙荘厳王本事品の妙荘厳王に対する教化である．この品には，前述
した外教徒の妙荘厳王を善知識の表象として登場する浄蔵・浄眼二王子（の
ちの薬王・薬上菩薩）が仏教へと引導し，結局仏から成仏の記を受けるよう
にしているが，これこそ法華経の立脚点が外教の排除ではなく，包容にあ
ることを，経典自ら物語る所だと思われる．
四おわりに
法華経の付加分特に薬王菩薩本事品を始めとする第三類六品の性格につ
いては．すでにそれが原始分即ち六品以前の諸品に対する「伝道書的性格J
であることを明かした所であるが，それでは所謂原始分と付加分としての
六品の関係をお互いにどう位置づけるべきであるかという問題が残る．こ
れはただ六品にのみ限れた問題ではなく，法華経のいわゆる付加分全てに
当る問題だともいえる．
法華経における原始分と付加分の関係、は，法華経特有の宥和精神に即し
て互いに融摂・調和しながら法華一経の体制を完成していると見るべきで
あると思う．法華経の中心思想は，学者あるいは宗派の聞に異見はあるが，
概ね第一類の核心である 「会三乗帰一乗Jの一乗思想にあると見られてい
る．一乗思想、は基本的に一切衆生がいつかは必ず仏になるという思想、であ
り，従って法華経では声聞を始め悪人 ・女人などあらゆる人びとに授記を
説いて，彼らに成仏の可能性を提示しているのである．この一乗思想と語
られる法華経の精神は，大 ・小乗融化と仏教統一の理念に他ならないので
あり，そういう宥和 ・融化の精神が経典の形の上に現れたのが何回にも及
ぶ付加なのである．
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法華経に六品が付加した時代は，所謂法芸春原形の成立時代とは異なって，
仏教内・外部的にさまざまな思想と信仰が生成発展したことが推測できる．
また社会的にも，本論では言及しなかったが，六品とその後の付加である
提婆品に著しく登場する女人往生 ・女人成仏に対する教説は，社会的に女
性の地位変化あるいは教団における女性信者の増加などの背景があったこ
とも推定できるし，妙荘厳王品の妙荘厳王に対する伝道も，以前品特に安
楽行品において不親近者と指した王をここでは逆に包摂する教説になって y 
いて，これもまた当時に王（統治者）と教団との関係に変化があったことが
推定できるのである いわば法華経は，そういう教団内 ・外部の，そして
社会の諸変化に能動的に対処し，あるいは自衛の手段として，あるいは伝
道に有利な地位を占めるために，必要な内容を逐次に付加するようになっ
たのである．
しかし，それにしてもその底に流れる法華経の一貫した精神は，宥和・ 製
統一の精神に他ならないのであり，結果的には教団内外の他思想、と信仰を
排撃せず，内部に受け入れることによって，法華の世界を一層高い位置へ
と展開させたのである．
なお，法華経の成立史に現れた付加の歴史は，法華経の結集者，そして
法華信仰の主体者たちの強い信念の現れだとも見ることができる．時代こ
とに変る状況に柔軟に対処して，実社会と常に隔たりなく，自ら融化し，
また融化させながら自分たちの信仰を主張した結果が，今の『妙法蓮華経』
のような二十八品としての形態なのである．
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『法華経』第三類，六品，成立史，伝道警．
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1. 始めに 問題の所在一
中唐期の偉大なる仏教者であり，華厳宗の第四祖として仰がれている
澄観＜738-839＞については，既に少なからぬすぐれた研究の蓄積があり，
その全貌が次第に明らかになりつつある．その中でも，特に，鎌田茂雄
博士の『中国華厳思想史の研究』に 「澄観伝研究の資料」 1があり，多く
の資料を用いて澄観の伝記の究明がなされている．この研究のレベルを
超えることははなはだ困難かと思われるが，澄観の思想形成の過程を再
確認し澄観教学の全体像を理解するためにも，澄観の伝記について再考
する必要があると思われる．それは華厳宗の系譜及び澄観の華厳思想を
1鎌田茂雄［1965］『中国華厳思想史の研究J，東京大学出版会，pp.151-158.
